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はじめに 

 

信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター

（ＡＦＣ）は、フィールド科学の実践の場として、フィールドにお

ける生物生産技術および環境管理技術に関する教育・研究並びに広

く地域社会の発展に寄与するための社会教育事業を行っています。

ＡＦＣは、農場部会、演習林部会、野辺山部会からなり、構内、野

辺山、西駒および手良沢山の４ステーションの施設を有しています。 

平成 26 年度に、文部科学省から教育関係共同利用拠点に認定され

た演習林では、中央アルプス北部に位置し、標高約 1,410ｍから

2,672m の山地から高山帯までの広大な天然林を擁する西駒ステー

ション、林業の施業管理等が活発に行われている人工林主体の手良

沢山ステーション、標高 1,350m に位置する野辺山ステーション、お

よび農学部構内に立地する構内ステーションの４ステーションで、

４つの公開型実習および他大学主体型の実習を実施しています。平

成 26 年度は、大学を始めとする計 22 の機関から延べ 3,772 名、平

成 27年度は 28機関から 3,993 名、平成 28年度は 32機関から 3,551

名の学生、院生等に利用頂きました。 

 利用学生は、南信州を舞台に、里山から山岳地帯の自然と環境を

教材として、多様なフィールド科学を幅広く習得し、あわせて自然、

山、環境の理解を深め、集団作業を通じて協調性や豊かな人間性を

養うことが期待されます。こうしたことから、今後、非農学系、農

学系の多様な大学の利用が増え、全国に広がる教育共同利用拠点に

発展できることが期待されます。 

 

 

 平成29年３月          

 信州大学農学部附属アルプス圏 

フィールド科学教育研究センター長 

春日 重光 
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１．南信州を舞台とした自然の成り立ちから山の生業までを学ぶ 

教育関係共同利用拠点の概要 
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１）手良沢山・西駒・野辺山・構内ステーションの概要 

信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター（ＡＦＣ）は、他

大学にはない貴重な４つの演習林ステーションを南信州の里山から山岳地帯に配して

いる。すなわち、学生が実習で管理する演習林としては全国屈指の木材生産収入を上

げる手良沢山ステーション、標高 1,410～2,672ｍの高さにあり、全国で唯一高山帯を

有する西駒ステーション、戦後の農地開拓を免れた貴重な里山の原生疎林を有し、野

生生物も多い野辺山ステーション、大学としては卓越した木材加工機械を配備する製

材所を備える構内ステーションである。以下に、各ステーションの概要について説明

する。 

 

 

手良沢山ステーションは南アルプスの前山、伊那山脈の一角にあり、天竜川の支流

棚沢川の源流一帯を占める標高 950～1,450ｍにある。地質は領家変成岩類に属する高

遠花崗岩と一部ホルンフェルスから成り、林況はヒノキ、カラマツ、アカマツの人工

林が大部分を占め、人工林率は 95％近くに達する。特にヒノキ林は林分全体の 50％以

上を占め、本演習林の目指す持続可能な循環型森林経営の主軸をなしている。経営面

においては植林から育林・木材生産までの一貫した事業が年間通して行われており、

年間 800～1,000 万円の木材生産収入を達成している。施設設備としては、講義室を備

える管理棟 1 棟と、宿泊定員 45 名の学生宿舎が１棟ある。農学部から車で 20 分程度

の至近距離にあり、学生実習、卒業研究、修士研究等の教育研究も活発に行われてお

り、４つの演習林ステーションの中核を成している。 

 

 

西駒ステーションは中央アルプスの主稜線の東に派生する小ピーク、標高 2,672ｍ

の将棊の頭から小黒川中流の標高 1,350ｍの範囲にある。ステーション内の大部分の

森林は大部分が亜高山ないし高山にあり、全域が水源涵養保安林に指定されている。

他大学に類を見ない亜高山帯、高山帯の大部分は学術参考林として厳正に保全されて

いる。定員 30 名の学生宿舎がステーション下流約 1.5km の県道沿いにあり、他大学

からも多くの実習利用、研究利用の学生が訪れている。高山での安全な研究遂行のた

手良沢山ステーション（227.90ha）

西駒ステーション（250.15ha） 
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めに、学生宿舎以外にも、簡便な宿泊が可能な観測小屋をステーション内に 2 棟備え

ている。農学部から学生宿舎までは、車で 20 分程度の時間を要する。 

 

  

野辺山ステーション演習林は標高1,300ｍ前後の野辺山高原のほぼ中心部にあって、

長野県下随一の寡雪低温地域に位置する。野辺山の周辺地域には戦後の農地開拓以前

からの草原や湿原が残されており、ステーション内にこうした自然草原が含まれてい

る。草地内に生態保護区が設定され、湿生植物の保全育成、景観保全など農業と観光

の調和を目ざした課題が展開されている。教育研究面では、草地生態保全、植生調査

など自然環境の保全・育成に関する分野が多く、夏季を中心にしたゼミナール、実習

などが実施されている。ＡＦＣの農場教職員が管理する学生宿舎は、それぞれ 40 名と

30 名を収容可能な講義室を２室擁し、宿泊定員は定員 97 名に達する。 

 

 

農学部構内に設置された構内ステーションは、自然を身近に体験できるフィールド

として、樹木・生態・施業・風致など多目的な教育研究に利用されている。構内の平

地林にはヒノキ、サワラの混植された天然性のアカマツ美林が見られる他、0.7ha の

苗畑を備える。樹木見本園には国内外の樹木を蒐集しており、現在構内自生種と合せ

て 170 種余りを観察することが出来る。製材所については帯鋸・丸鋸搬送装置が設備

され、大径材の挽割が可能となっている。この他、表面切割用加工を行うモルダの設

備や細工用小型糸鋸も複数台揃えられており、木材工学演習を始めとする様々な実習

や卒業研究、修士・博士研究の材料加工に用いられている。 

 

野辺山ステーション（10.27ha） 

構内ステーション（15.46ha）
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表-1 信州大学農学部附属 AFC 各ステーション演習林の概要（H28.4.1 現在） 

林地名 所在位置 標高（ｍ） 面積（ha） 森林の特徴 

構内 農学部構内 770 15.46 平地林、構内環境林 

西駒 中央アルプス 2672～1410 250.15 高山性天然林、野生生

桂小場 小黒川流域 1200  1.69 外国樹種見本林 

手良沢山 伊那山地 1450～950 227.90 ﾋﾉｷ・ｶﾗﾏﾂ人工林施業 

野辺山 八ヶ岳東山麓 1350  10.27 ｽﾞﾐ、ﾊｼﾊﾞﾐ、原野植生 

合計 5 団地   505.47  

 

表-2 信州大学農学部附属 AFC各ステーション演習林の森林面積（H28.4.1 現在） 

林地名 

面積（ha） 主要施設 

建  物 

宿泊定員 
天然林 人工林 その他 計 

構内 6.85 6.62 1.99 15.46 製材所、本部 

西駒 230.60 11.31 8.24 250.15 観測小屋 2 棟 

桂小場 0 1.00 0.69 1.69 宿泊施設 30 人 

手良沢山 13.58 206.30 8.02 227.90 宿泊施設 45 人 

野辺山 0 6.65 3.62 10.27 宿泊施設 97 人 

合計 251.03 231.88 22.56 505.47  
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図-1 信州大学

ションの

学農学部附属
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圏フィールド

高 1,000ｍ以

ド科学教育研

以上の山岳地

研究センター

地である。 

ー演習林ステー
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２）共同利用拠点事業の概要 

 

 

本教育関係共同利用拠点は、南信州を舞台に、里山から山岳地帯の自然と環境を教

材として、「農学系」および「理学・工学」「人文・経済学」「看護学・福祉学」など「非

農学系」の他大学生に、森林実習教育を実施することで、自然の成り立ち」から「山

の生業」まで多様なフィールド科学を幅広く習得し、あわせて自然、山、環境に対す

る理解を深め、豊かな人間性を構築する総合的教育を広く提供することを目的とする。 

                                               

 

ＡＦＣの演習林は、南信州の里山から山岳地帯に位置し、車で 20～90 分程度で移動

できる地域内に、他大学にはない極めて貴重な自然教育素材を有する演習林を配して

いる。すなわち、1,410～2,672m の標高差を有するわが国唯一の大学演習林である西

駒ステーション（ステーション）、開拓を免れた貴重な里山の原生疎林を有し、高冷地

野菜生産地と隣接し、野生生物（被害）も多い野辺山ステーション、学生が実習で管

理する演習林としては全国屈指の高収入をあげる手良沢山ステーション、卓越的な木

材加工機械を配備する製材所を備える構内ステーションから構成される。これらの特

異で貴重な４ステーションを利用することで、自然の成り立ちから山の生業までを同

時に、あるいはそれぞれ、幅広く学べるフィールド教育の場を他大学、他学部等に広

く提供する。 

 

 

 演習林の４つのステーションステーションでは、学生の習熟レベル、プログラム内

容に応じて選択できる以下の組み合わせの演習を提供する（表-3）。すなわち、習熟レ

ベルに応じた 1）「基礎力養成フィールド教育」と「応用力養成教育フィールド」の区

別、2）本学学生と共に学ぶ「共学型プログラム」と他大学非農学系、農学系学生を対

象に他大学の注文に応じて演習内容等を新規に構築する「注文型プログラム」の区別、

3）卒業研究等を主目的として演習内容を組み立てる「オープンフィールド教育」であ

事業目的 

事業概要 

取り組み内容 
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る。 

 

表-3 演習プログラム一覧 

習熟レベル プログラム ①自然の成り立ちと山の生業編 ②自然の成り立ち編 ③山の生業編 

基礎力養成 
共学型 自然の成り立ちと山の生業演習 山岳環境保全学演習 木材工学演習 

注文型 森林フィールド講座 他大学 他大学 

応用力養成 
共学型 

冬のフィールド管理演習   

（Ｈ27 まで） 

アルプス登山学演習

（Ｈ27 まで） 
森林利用デザイン演習 

注文型 他大学 他大学 他大学 

④オープン 注文型 他大学 他大学 他大学 

 

①自然の成り立ちと山の生業編 

【基礎力養成、応用力養成フィールド教育】【共学型プログラム】 

他大学生も受講する「共学型プログラム」として、新規に「自然の成り立ちと山の

生業演習」を開講する。本演習は、「山岳環境保全学演習」と「森林利用デザイン演習」

および「木材工学演習」を融合し、未経験者にも「自然の成り立ち」から森林作業と

木材加工による「山の生業」を安全に体験出来る初心者向けのダイジェスト演習とし

て西駒ステーション、野辺山ステーション、手良沢山ステーションおよび構内ステー

ションにおいて９月に３泊４日の日程で開催する。定員は 20 名程度である。 

 

【基礎力養成、応用力養成フィールド教育】【注文型プログラム】 

北海道大学で認定されている教育関係共同利用拠点の連携校として、「森林フィール

ド講座」を開講する。また、他大学農学系、非農学系学生を主対象に受講大学、受講

者の要望に応じて「自然の成り立ち」から「山の生業」までを広範囲に習得できる演

習を実施する。 

 

②自然の成り立ち編 

【基礎力養成、応用力養成フィールド教育】【共学型プログラム】 

「山岳環境保全学演習」を、公開森林実習の一環として他大学非農学系、農学系学
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生への「共学型プログラム」として開講し、南信州の里山から山岳域での環境保全を

実践しながら、「自然の成り立ち」について学ぶ。本演習では、西駒ステーションを舞

台に、中央アルプス高山域の天然林における植物・動物・昆虫の生物多様性と環境保

全のフィールド教育を実施する。演習は８月下旬に３泊４日をかけて実施する。定員

は 20 名程度である。 

 

【基礎力養成、応用力養成フィールド教育】【注文型プログラム】 

演習林を利用できない、他学部および他大学非農学系、農学系学生を対象に、受講

大学、受講者の要望に応じて森林調査に関する基礎演習や、身近な里山や高山の動植

物観察演習を実施する。 

 

③山の生業編 

【基礎力養成、応用力養成フィールド教育】【共学型プログラム】 

本学農学部森林科学科２年生を主対象に開講している「木材工学演習」を、他大学

非農学系学生、農学系学生も共に学ぶ「共学型プログラム」として開講する（表-3）。

本演習では構内ステーションの製材所において、森林科学科学生が実習で間伐した丸

太の皮むきから製材、木材加工品の設計から組み立てを３泊４日の演習で行う。定員

は 10 名程度である。「森林利用デザイン演習」は本学森林科学科３年生を対象に、一

部を夏休みの集中演習として開講している。本演習には、夏休みの集中開講にのみ他

大学農学系学生を受け入れる。演習は８月の後半に３泊４日で行う。１日目と２日目

の演習では毎木調査と間伐木の選木、集材方法の検討を行う。３日目と４日目は、チ

ェーンソーによる立木の伐倒と架線ケーブルによる集材、および高性能プロセッサー

による造材と椪積みを行う。受講生の受け入れは 10 名程度である。 

 

【応用力養成フィールド教育】【共学型プログラム】 

「森林利用デザイン演習」は、本学森林科学科３年生を対象に一部を夏休みの集中

演習として開講している。本演習には、夏休みの集中開講にのみ他大学農学系学生を

受け入れる。演習は８月の後半に３泊４日で行う。１日目と２日目の演習では毎木調

査と間伐木の選木、集材方法の検討を行う。３日目と４日目は、チェーンソーによる

立木の伐倒と架線ケーブルによる集材、および高性能プロセッサーによる造材と椪積
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みを行う。受講生の受け入れは 10 名程度である。 

 

【基礎力養成、応用力養成フィールド教育】【注文型プログラム】 

本格的な森林施業を身近に体験することの困難な他大学農学系学生を対象にして、

ステーション内で行われている「森林施業見学等の演習プログラム」を提供する。さ

らに、ステーション内の特徴的な試験地を案内するプログラムを提案する。施業情報

および特徴的な試験地の情報は、共同利用の専用ホームページから発信する。 

 

④オープンフィールド教育 

【注文型プログラム】 

演習林のステーションを利用できない、他大学農学系学生を主対象に、卒業研究等

に関わるフィールドに関する情報や試験地の提供、指導および管理を行う。オープン

フィールド教育においても、「自然の成り立ち編」「山の生業編」および「自然の成り

立ちと山の生業編」までを４つのステーションの試験地で実施することが可能である。

試験地の利用申請はホームページを通じて行われ、１年以上の長期にわたって継続す

る試験地は、最長５年まで固定試験地として演習林職員によって厳正に維持管理され

る。なお、固定試験地は再申請によって更新される。このオープンフィールド教育を

通じて、本学農学部学生・教員と他大学学生・教員間での教育・研究分野での交流推

進、さらには合同演習、共同研究への発展が期待される。 

 

 

共同利用拠点としての教育の実施責任者は、信州大学農学部附属アルプス圏フィー

ルド科学教育研究センター長とし、共同利用の運営は共同利用拠点運営委員会、共同

利用拠点運営小委員会が担う。実習等の共同利用拠点事業の取り組みは、５名の専任

教員と４名の支援教員、３名の技術職員（内、常勤２名）と３名の事務系職員、およ

び１名のプロジェクト研究員（有期助手）と同コーディネート事務職員（１名）、他に

学務担当事務系職員３名により実施する。 

 

 

実施体制
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手良沢山ステーションには演習林技術職員が常駐する管理棟があり、講義の行える

教室、宿泊定員 45 名の学生宿舎が利用出来る。さらに手良沢山ステーションの管理棟

にはバイオマス測定や土壌の物理実験、化学実験の下処理が行える簡易的な実験室を

備えている。宿舎には食堂、厨房、男女別のトイレ、シャワールームを備えている。 

西駒ステーションでの宿泊は、演習林入口にある桂小場学生宿舎が利用出来る（収

容人員 30 名）。他に、標高 1,500ｍと 2,000ｍに非常時に宿泊できる観測小屋を配置し

ている。標高 2,685ｍにある伊那市営の西駒山荘も学術連携をしていることから積極

的に利用できる。宿舎内には、食堂、厨房等の設備、男女別々の清潔な水洗トイレと

シャワー室を複数完備している（トイレ個室男女各２、シャワー室男女各１）。野辺

山ステーションは収容人員 97 名の宿泊施設と講義室、実験室が充実している。宿舎内

には食堂、厨房を備え、男女別々の洗濯室も配備している。厨房と食堂は十分な広さ

を持ち、快適に自炊を行える。また、利用大学の要望に応じて、地元業者によるケー

タリングサービスを受けることも可能である。 

構内ステーションでは食と緑の科学資料館「ゆりの木」が講義や集合場所に利用で

きる。製材所には、帯鋸搬送装置１台、丸鋸搬送装置１台のほか、バンドソー３台、

横切り盤２台、昇降盤１台、手押しかんな盤２台、自動卓上糸鋸３台、自動かんな盤

１台を備えている。 

 

 

ＡＦＣ演習林の設備、利用できる形態・施設、支援制度および利用状況などについ

て、ＡＦＣのホームページ

（http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/agriculture/institutes/afc）で公開してお

り、本学が提供する「演習」を受講するために必要なシラバス（演習の内容）、受講要

件や方法などを含め公開している。公開森林実習については、協定校以外の公立、私

立大学にも実習案内のポスターを送付している。 

施設 

広報活動 
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３）共同利用運営委員会  

 

（1）共同利用運営委員 

  共同利用運営委員会は、演習林に関する学内委員（センター長、農場経営主事ほ

か２名）および学外委員（他大学等の有識者４名）で構成する。 

 

共同利用運営委員会委員名簿 

所属機関名 役職名 氏 名 専門分野 

信州大学農学部 教  授 春日重光 農 学 

信州大学農学部 准 教 授 小林 元 森 林 

信州大学農学部 教  授 岡野哲郎 森 林 

信州大学農学部 准 教 授 荒瀬輝夫 森 林 

北海道大学 教  授 佐藤冬樹 森 林 

筑波大学 准 教 授 清野達之 森 林 

長野県林業総合センター 育林部長 西岡泰久 森 林 

伊那市 農林部長 富山裕一 農 林 
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（2）共同利用運営委員会議事録 

 ①平成 27 年度 
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②平成 28 年度 
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４）関連学内規程等 

（1）信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究セン 

 ター共同利用規程 
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（2）信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究セン 

   ター共同利用運営委員会細則 
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（3）信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究セン 

   ター共同利用および宿泊施設利用内規 
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─　　─20 ─　　─21
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２．平成 27 年度 
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１）公開実習の概要 

（1）共学型プログラム 

 

①基礎力養成フィールド教育 自然の成り立ち編  山岳環境保全学演習 

 

【演習の目的】 山岳環境保全に必要な基礎知識と技術を、西駒ステーションから西

駒ヶ岳（木曽駒ヶ岳:標高 1,250m～2,956m）をフィールドとして集中実習により習得

する。 

1．氷食地形など日本アルプスの高山環境の成り立ちについて学ぶ。 

2. 代表的な高山植物の観察を行い、希少な高山植物群落の保全について学ぶ。 

3. 高山帯から亜高山帯を経て山地帯までの、植物の垂直分布帯を踏査し、信州の自

然の多様性について体感する。 

4. 高山環境に生息する昆虫類や鳥類の観察、野生動物のフィールドサインの識別方

法など、フィールドワークの基礎を学ぶ。 

5. コンパスを使用した地図の読みや、変化が激しい山岳気象への対処など、登山の

基礎知識を学ぶ。 

6. 山小屋で宿泊し、し尿処理、ゴミ処理などの山岳環境保全のための対処方法を学

ぶ。 

7. 登山を通したフィールドワークの実践から、チームワークの重要性について学ぶ。 

【実施日程】 平成 27 年８月 31 日(火)～９月３日(金) ３泊４日 

【実施場所】 農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター（AFC）西駒ス

テーション 

【担当教員】 泉山茂之教授、朝日克彦助教 

【参加人数】 18 名（信州大学農学部８名、工学部３名、理学部１名、山形大学１名、

お茶の水女子大学１名、帯広畜産大学２名、静岡大学２名） 

【概要】 初日は農学部構内において、ガイダンスとフィールド調査の準備を行った。

続いて、高山植物の生活史と保護、野生動物の生態と保護管理についての講義を受け

た。 

２日目は、バスとロープウェイを利用し千畳敷カールへ移動した後、木曽駒ヶ岳を

宿泊施設である西駒山荘まで登山した。登山中に、氷食地形などの高山環境の成り立
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ちを学び、高山植物の同定や野生動物の観察を行った。 

３日目は、西駒ステーションでの実地踏査、観察を行いながら、桂小場試験地学生

宿舎まで下山した。 

４日日は、宿舎にて調査結果の取りまとめ、解析とグループでのディスカッション

を行った。 

【成果と今後の課題】 本実習では、野生生物を対象にした山岳環境保全について理

解を深めることを目的とし、日本アルプスという実際の現場において、初歩の種同定

から、フィールドワークの実践、記録から取りまとめまでを一貫して実施した。受講

生にとって本実習は、自身が体感し得られたデータから、何が読み取れ、これから私

たちにとって何が必要であるかを考える絶好の機会になったものと思われる。 
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②応用力養成フィールド教育 自然の成り立ち編  アルプス登山学演習 

 

【演習の目的】 登山技術と山岳環境に関する基礎知識を習得する。 

1．複雑な山地地形を地図とコンパスから読み取ることができる。 

2．複雑な山地地形において GPS を用いて目的地まで踏査できる。 

3．遠くの山の名前を地図から判別できる。 

4．天気図から翌日の天気を予測することができる。 

5．ラジオの気象通報から天気図を書くことができる。 

6．山の中で自炊しながら生活できる。 

7．ザイルワークを用いた登山ができる。 

8．危険を予測しながら安全に登山活動を遂行できる。 

【実施日程】 平成 27 年８月 25 日(火)～28 日(金) ３泊４日 

【実施場所】 農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター（AFC）西駒ス

テーション 

【担当教員、講師】 小林元准教授、荒瀬輝夫准教授、白澤紘明助手、長田典之特任

助教（北海道大学）、馬目弘仁外部講師、今枝一外部講師、齋藤謙外部講師、田中聖

外部講師、河野卓朗外部講師 

【参加人数】 22 名（信州大学農学部８名、繊維学部３名、静岡大学２名、鹿児島大

学２名、高知大学２名、東洋大学１名、北海道大学１名、宮崎大学１名、琉球大学１

名、お茶の水女子大学１名） 

【スケジュール】 

１日目【登山の基本と世界の山】 

13:00     食と緑の科学資料館「ゆりの木」集合、受付 

13:00～15:00 「ゆりの木」にて実習ガイダンス、地域研究 

15:00～15:30 大学バスにて桂小場学生宿舎に移動 

16:00～18:00 装備点検、ザイルワークの説明、行動食仕分け、夕食の自炊 

18:00～20:00 夕食、歓迎会 

21:00     就寝 

２日目【渓流遡行とザイルワーク訓練】 

04:00     起床、朝食の自炊、朝食 
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06:30～15:00 桂小場学生宿舎出発（6:30）→ヒノキ小屋→小黒川遡行（8:00）→

シラベ小屋（14:00）→水無坂→ヒノキ小屋→桂小場学生宿舎（16:00） 

16:00～18:00 夕食の自炊 

18:00～19:00 夕食 

19:00～20:00 内業（遡行図、行動記録等をまとめる） 

20:00～21:00 海外登山のスライドショーと講演（外部講師馬目氏） 

21:30     就寝 

３日目【バリエーションルートからの登山と読図演習】 

04:00～06:00 起床、朝食の自炊、朝食 

06:00～07:00 学生宿舎の清掃 

07:00～14:00  桂小場学生宿舎出発（7:00）→西駒登山道経由→大樽避難小屋→西

駒山荘（14:00） 

15:00～18:00 天気図の作成 

18:00～19:00 夕食 

19:00～21:00 内業（行動記録をまとめる） 

21:00     就寝 

４日目【高標高地における生態調査演習】 

04:00～06:00 起床、朝食 

06:00～15:00 西駒山荘前広場出発（6:00）→将棊の頭→温暖化試験地→丸尾根経

由→シラベ小屋（10:00）→水無坂→ヒノキ小屋→桂小場学生宿舎着

（12:00）→桂小場学生宿舎発（12:30）→大学バス→見晴らしの湯

（13:30）→大学バス→食と緑の科学資料館「ゆりの木」（15:00） 

15:00～16:00 「ゆりの木」にて実習の講評、解散 

【概要】 初日は、本学食と緑の科学資料館「ゆりの木」講義室において、荒瀬准教

授より、実習場所である西駒ステーションとその周辺環境、西駒ヶ岳で発生した山岳

遭難事故などの説明を受けた。次に、小林准教授、馬目講師から地形図とコンパスの

使用方法を学び、翌日以降の遡行・登山ルート、行程を地形図に書きこみながら確認

した。その後、西駒ステーションのふもとに位置する桂小場学生宿舎に移動し個人装

備の点検を行った。さらにザイルワークの基本を馬目講師より受け、翌日からの渓流

遡行・登山に万全を期した。 
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２日目は、小黒川本谷を水無坂入渓ポイントからシラベ平小屋まで遡行した後、学

生宿舎まで登山道を下山した。滝などの難所は、小林准教授と外部講師の方々の補助

を受けつつザイルワークを実践し通過した。台風接近の影響によりシラベ平小屋以降

は雨の中での行動となった。宿舎に戻ってからは行動記録を確認した後、世界的なア

ルパインクライマーである馬目講師による海外登山についての講演を聴き、氏の登山

に対する姿勢を学び取った。 

３日目は、早朝学生宿舎をたち、桂小場（大樽）ルートを経て西駒山荘まで登山し

た。３日目以降は、曇りこそすれ幸い雨に降られることはなく、稜線沿いでは時折覗

く晴れ間に眺望を楽しんだ。道中では小林准教授による山岳環境における森林植生の

解説を受けつつ標高による変化を体感し、津島神社ではヒカリゴケを観察し、西駒ヶ

岳周辺の自然環境への理解を深めた。昼過ぎに山荘に到着し、休憩の後、西駒山荘管

理人である宮下拓也氏指導のもと、ラジオ（気象通報）に基づく天気図作成の演習を

受けた。 

４日目は、早朝山荘をたち、将棊頭山山頂、温暖化試験地、シラベ平小屋を通過し、

学生宿舎まで下山した。温暖化試験地では、筑波大学・田中准教授による講義を受け、

高標高に位置する植生が地球温暖化の影響を鋭敏に反映することを学んだ。下山後は

温泉施設で汗を流し、最後に「ゆりの木」講義室において実習の総括を行い解散した。 

【成果と今後の課題】 平成 23 年から通算５回開講した本演習は、平成 28 年からは

「自然の成り立ちと山の生業演習」に移行する。本演習で培った効果的な演習方法を

新しい演習でも存分に発揮したい。また、課題として残った安全管理の徹底に努めた

い。 
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③応用力養成フィールド教育 自然の成り立ち編と山の生業編   

                    冬のフィールド管理演習 

 

【演習の目的】 信州の特色を生かした冬の森林内で自由に移動するための歩くスキ

ーとスノーシューの操作技術を習得する。１.雪国の菅平高原で、歩くスキー、スノー

シューを実践的に学ぶ。2.ボランティアの雪はね作業を通して地域社会に貢献する。

3.演習は公開森林実習であり、他大学学生と交流をしながら、筑波大学菅平高原実験

センターの先生による冬のアニマルトラッキングと森林生態の講義とフィールド実習

を学ぶことにより、コミュニケーション能力を高める教育効果が得られる。 

【実施日程】 平成 27 年２月３日(火)～６日(金) ３泊４日 

【実施場所】 農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター（AFC）構内ス

テーション、長野県須坂青年の家、筑波大学菅平高原実験センター 

【参加人数】 25 名（信州大学農学部 14 名、東京農工大学１名、京都大学大学院２

名、筑波大学大学院８名） 

【担当教員、講師】 加藤正人教授、町田龍一郎筑波大学教授、田中健太筑波大学准

教授、冨田浩二講師（ペンション四季） 

【概要】 初日は、農学部食と緑の科学資料館「ゆりの木」においてガイダンスを行

い、構内ステーション演習林の見学をした。その後、大学バスにて宿泊場所の長野県

須坂青年の家に移動し、加藤教授から「冬の森林調査と歩くスキー技術」の講義を受

け、スキーの履き方を学んだ。 

２日目は、冬の森林調査で重要な雪上での移動技術を身につけることを目標に、午

前中は歩くスキーの滑り方、転び方登り方の基礎を学んだ。 午後から霧氷のシラカ

バ樹林をスキーで登り、峰の原高原から根子岳山麓の林内、斜面などを滑走した。今

年は天候に恵まれ、北アルプスの山並みと根子岳山頂を見ることができた。夕食後は、

加藤教授から翌日の演習内容の「安全な雪かき作業の仕方」の講義を受けた。 

３日目の午前は、峰の原高原の６軒のペンションや御宅に伺い、グループに分かれ

て雪かきボランティアを実施した。昼食は各ペンションでいただき、経営者の方から

雪国の暮らしや雪かき作業の大変さ、根子岳や北アルプスの冬の大自然の素晴らしさ

などの話を聞き、交流をした。今年は当該活動に関して須坂市を元気にする取り組み

ということで、テレビ局（テレビ信州、長野朝日放送、長野放送）が取材にきて、夕
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３）注文型プログラム 

①基礎力養成フィールド教育   

 

山の生業編 慶應義塾大学 

【利用代表者】一ノ瀬友博教授 

【科目名】自然の成り立ちと山の生業－冬編－ 

【学年】３年～４年生 

【人数】学生７名、教員１名 

【日程】平成 27 年３月９日～11 日 

【実施場所】野辺山ステーション、構内ステーション 

【内容】野辺山ステーションと構内ステーションを舞台に、冬のフィールドワークと

林業、林産業の見学と体験を行った。 

【応援教員】小林元准教授、荒瀬輝夫准教授、濱野光市教授、上原三知准教授、木下

渉技術職員、野溝幸雄技術職員、酒井敏信技術職員 

 

自然の成り立ち編 東邦大学理学部 

【利用代表者】下野綾子講師 

【科目名】野外生態学実習Ⅱ 

【学年】３年生 

【人数】学生 22 名、教員１名 

【日程】平成 27 年６月２日 

【実施場所】野辺山ステーション 

【内容】野外でサクラソウの自生地の観察と同定、レポート作成を行なった。 

【応援教員】小林元准教授 

 

山の生業編 信州大学経済学部 

【利用代表者】関利恵子准教授 

【科目名】新入生ゼミナールⅠ 課外実習 

【学年】１年生 

【人数】学生 120 名、教員６名 
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【日程】平成 27 年７月 18 日 

【実施場所】構内ステーション 

【内容】演習林の概要・自然の紹介、ＡＦＣの実践する循環型農林業、林業と経済学、

森林の二酸化炭素吸収機能についての講義を行った。農場・構内演習林の観察、およ

び森林資源量調査と木質バイオマスによる二酸化炭素固定量評価を行った。 

【応援教員】小林元准教授、荒瀬輝夫准教授、三木敦朗助教、濱野光市教授、木下渉

技術職員、野溝幸雄技術職員、酒井敏信技術職員 

 

自然の成り立ちから山の生業編 筑波大学 

【利用代表者】奈佐原顕郎准教授 

【科目名】環境フィールド実習 

【学年】３年～４年生 

【人数】学生７名、教員５名 

【日程】平成 27 年８月３日～５日 

【実施場所】手良沢山ステーション 

【内容】ヒノキ林の枝打ち・間伐実習、チェーンソー分解組み立てと操作、マツクイ

ムシ防除の演習、ヒノキ天然更新の観察。 

【応援教員】小林元准教授、白澤紘明助教、木下渉技術職員、野溝幸雄技術職員 

 

自然の成り立ち編 信州大学理学部 

【利用代表者】東城幸治准教授 

【科目名】自然史実習 

【学年】２年生 

【人数】学生 25 名、教員２名 

【日程】平成 27 年８月５日～７日 

【実施場所】西駒ステーション 

【内容】野外での植物の観察と採取、標本作製と同定、レポート作成を行なった。 

【応援教員】小林元准教授 
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自然の成り立ち編 京都大学理学研究科 

【利用代表者】田村実 教授 

【科目名】野外実習第１部 

【学年】３年生 

【人数】学生 15 名、教員３名 

【日程】平成 27 年８月 30 日 

【実施場所】西駒ステーション 

【内容】野外での植物の観察と採取、標本作製と同定、レポート作成を行なった。 

【応援教員】小林元准教授、白澤紘明助教 

 

山の生業編 長野県林業大学校 

【利用代表者】畑有介 准教授 

【科目名】２学年校外研修 

【学年】２年生 

【人数】学生 20 名、教員６名 

【日程】平成 27 年 11 月９日 

【実施場所】手良沢山ステーション 

【内容】ヒノキの間伐実習 

【応援教員】小林元准教授、白澤紘明助教、木下渉技術職員、野溝幸雄技術職員 

 

自然の成り立ち編 長野県看護大学 

【利用代表者】屋良朝彦准教授 

【科目名】看護哲学・看護倫理学 

【学年】４年生 

【人数】学生１名、教員５名 

【日程】平成 27 年 10 月 21 日～10 月 22 日 

【実施場所】手良沢山ステーション 

【内容】手良沢山の自然を観賞しながら、看護哲学と看護倫理学について学んだ。 

【応援教員】小林元准教授、白澤紘明助教、木下渉技術職員、野溝幸雄技術職員 
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②応用力養成フィールド教育 

 

自然の成り立ち編 筑波大学 

【利用代表者】池田敦准教授 

【科目名】地形学野外実験 B 

【学年】３年～４年生 

【人数】学生４名、教員１名 

【日程】平成 27 年９月 23 日～25 日 

【実施場所】西駒ステーション 

【内容】山地地形の巡検を行った。 

【応援教員】小林元准教授 
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４）オープンフィールド教育一覧 
 

 

表-7 平成 27 年度年間利用実績 

 
 

 

 

５）演習林利用実績 
 

 

表-8 所属機関別利用者数 

 
 

No. 目的 所属 責任者指名 題目 場所 人数 日数

1 研究 株式会社自然産業研究所 中尾 平成27年度次世代架線系高性能林業機械等開発事業・現地検討会 手良沢山 45 1

2 研究 京都大学 徳地直子 火山灰土壌における窒素動態の把握 手良沢山 1 1

3 研究 山階鳥類研究所 今西貞夫 カッコウの托卵に関する研究，およびモズの換羽に関する研究 野辺山 4 30

4 研究 信州大学理学部 東城幸治 自然史実習に関する追加調査 西駒 5 2

5 研究 森林総合研究所 陣川雅樹 大径・長尺材に対応した新たな生産技術の開発 手良沢山 14 5

6 研究 森林総合研究所 多田泰之 手良沢山演習林林内路網巡検 手良沢山 9 1

7 研究 神戸大学 黒田慶子 広葉樹樹冠内におけるシュート形態の差異に関する研究 手良沢山 3 1

8 研究 神戸大学 黒田慶子 ヒノキ樹冠における枝の枯死様式の解明 手良沢山 3 1

9 研究 筑波大学 大橋一晴 ソバナの花生態学 西駒 1 8

10 研究 筑波大学 池田敦 森林限界付近における表層地温等の観測 西駒 2 2

11 研究 筑波大学 池田敦 木曽山脈の森林限界移行帯において相観植生を支配する地形的要因 西駒 3 4

12 研究 筑波大学 池田敦 木曽山脈の森林限界移行帯において相観植生を支配する地形的要因 西駒 1 2

13 研究 筑波大学 田中健太 森林限界における温暖化実験 西駒 12 3

14 研究 筑波大学 田中健太 森林限界における温暖化実験 西駒 9 2

15 研究 東京農工大学 船田良 枝打ち及び間伐が材質に及ぼす影響調査 手良沢山 5 1

16 研究 東京農工大学 船田良 オオヤマレンゲの組織培養系の確立 西駒 5 2

17 研究 東京農工大学 船田良 オオヤマレンゲの組織培養系の確立 西駒 2 1

18 研究 東京農工大学 船田良 枝打ち及び間伐が材質に及ぼす影響調査 手良沢山 6 1

19 研究 東京農工大学 半智史 カラマツの心材形成に関する細胞生物学的研究 構内 1 3

3993794

0

民間・独立行政法人等 123

0大学共同利用機関法人

（うち大学院生）

区　分

13

平成２７年度

利用人数 延べ人数所属機関数

3

国立大学

私立大学

0

32

2

52

239

3832

5 67

0

5

0

学内（法人内）

計 28

89

5

0

303

3361518

120

外国の研究機関

公立大学
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１）公開実習の概要 

（1）共学型プログラム 

 

①基礎力養成フィールド教育 自然の成り立ち編  山岳環境保全学演習 

【演習の目的】 山岳環境保全に必要な基礎知識と技術を、西駒ステーションから西

駒ヶ岳（木曽駒ヶ岳:標高 1,250 m～2,956 m）をフィールドとして集中実習により

習得する。 

1．代表的な高山植物の観察を行い、希少な高山植物群落の保全について学ぶ。 

2．高山帯から亜高山帯を経て山地帯までの、植物の垂直分布帯を踏査し、信州の自

然多様性について体感する。 

3．高山環境に生息する昆虫類や鳥類の観察、野生動物のフィールドサインの識別方

法など、フィールドワークの基礎を学ぶ。 

4．コンパスを使用した地図の読みや、山岳気象への対処（天気図の作成を含む）な

ど、登山の基礎知識を学ぶ。 

5．山小屋で宿泊し、登山者による環境負荷の観察（登山道の状態、し尿・ゴミ処理

など）を体験して、自然保護と人の利用を含めた山岳環境の保全について見識を

深める。 

【実施日程】 平成 28 年９月６日（火）～９月９日（金） ３泊４日 

【実施場所】 農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター（AFC）西駒ス

テーション 

【担当教員】 荒瀬 輝夫（准教授）小林 元 （准教授）牧田 直樹（理学部助教） 

ティーチングアシスタント２名（信州大学農学部４年生） 

【参加人数】 33 名（信州大学農学部 13 名、工学部６名、人文学部１名、理学部１

名、北海道大学１名、弘前大学２名、静岡大学２名、名古屋大学１名、京都大学２名、

島根大学２名、鹿児島大学１名、琉球大学１名） 

【スケジュール】 

１日目 ９月６日（火） 農学部構内→桂小場宿舎 

12:30      受付 食と緑の科学資料館「ゆりの木」 

13:00～14:30 ガイダンス（食と緑の科学資料館「ゆりの木」） 

講師・スタッフ紹介 
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授業の概要とねらい／授業スケジュールと成績評価の説明 

グループ分け／役割分担 

フィールドでのマナー／安全衛生管理／地域研究 

14:30～15:30 演習１（西駒演習林、中央アルプス登山の歴史、山岳環境について         

の概説） 

15:30～       桂小場宿舎へ移動（学バス） 

16:00～       宿舎内の案内・寝所確認・荷物整理 

16:30～17:00 フィールド調査・作業の準備（必要な装備・物品等の確認） 

17:00～18:00 夕食準備 

18:00～       夕食、懇親会 

19:30～20:30 演習２（鳥類・哺乳類の生態・調査法の概説） 

２日目 ９月７日（水） 木曽駒ヶ岳登山～西駒山荘 

06:00     起床、朝食準備 

06:30～07:30 演習３（山地帯上部での鳥類調査） 

07:30～    朝食 

08:30～    桂小場宿舎出発（学バス）→菅の台 BC 標高 850m →しらび平駅  

標高 1,662m（路線バス）→千畳敷駅 標高 2,612 m（ロープウェイ） 

11:00～12:30  演習４（高山の「お花畑」の動植物） 千畳敷→乗越浄土 

12:30～13:00  昼食 

13:00～14:30  演習５（登山道の観察） 乗越浄土→木曽駒ヶ岳 

14:30～16:30  演習６（高山ハイマツ帯の動植物） 木曽駒ヶ岳→西駒山荘 

17:00～18:00  西駒山荘の案内・宿泊準備、休憩・自由行動 

18:00～      夕食 

片付後 演習６・７（山小屋をめぐる諸問題 1、本日のまとめ） 

３日目 ９月８日（木） 西駒山荘→桂小場 

05:30        起床 

06:00～       朝食 

07:30～09:30  演習８（天気図作製） （特別講師:西駒山荘管理人 宮下氏） 

09:30～10:30  演習９（高山帯の資源植物） 西駒山荘～将棋の頭を往復 

10:30～11:00 休憩・片付け、出発準備 
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11:00～12:00  演習 10（森林限界の観察）西駒山荘→2,672m 峰→温暖化試験地 

12:00～12:30  昼食・休憩 

12:30～14:30  演習 11（亜高山帯の森林植生・動植物）島さんルート→シラベ小屋 

14:30～15:30  演習 12（山地帯上部の森林植生・動植物）シラベ小屋→ヒノキ小屋 

15:30～16:30  演習 13（上流域の土砂・雪崩被害の観察） ヒノキ小屋→桂小場 

16:30～18:00  荷物整理・宿泊準備、休憩 

18:00～       夕食 

夕食・片付後 演習 14（本日のまとめ） 

４日目 ９月９日（金） 桂小場→農学部構内 

06:30        起床 

07:00       朝食 

08:30～10:30 演習 15（総括と課題レポート） 

10:30～11:00 休憩・片付け、出発準備 

11:00～11:30 農学部構内へ移動（学バス） 

11:30～12:00 食と緑の科学資料館「ゆりの木」にて実習の講評 

修了証書授与式、解散 

【概要】 実習期間の後半は、台風 12 号・13 号（とその後の低気圧）の接近にとも

なう悪天候が予想される状況にあった。雨雲の到来する前に２日目宿泊地（西駒山荘）

までの高山稜線縦走を終えるため、登山スケジュールを繰り上げて行動せざるをえな

かった。また、個人差の大きい集団での登山にともなう予想以上の疲労と、実習３日

目の悪天候により、以下のようなスケジュール変更を行って危険回避と健康・安全に

努めた。 

２日目：早朝の演習３（鳥類観察）を中止して出発時刻を早めた。 

夕食後の演習６・７を自習として、自由・休憩時間を多く設けた。 

３日目：悪天候により、演習９を室内での「登山道の維持管理」についての講義に変

更。西駒演習林内の急峻な「島さんルート」から、遠回りながら勾配が緩やかで途中

に避難小屋と水場のある一般登山道（桂小場ルート）に変更。ルート変更と雨中の移

動により、演習 11・12・13 は手短かな口頭説明のみとなった。 

【成果と今後の課題】 実習の課題レポートとして「天気図の作成と概説」「山岳環境

の保全」について提示したところ、単位互換協定外の大学からの学生をのぞく履修者
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全員がレポートを提出し、全員合格と評価された。 

実習スケジュールやルートの変更、予想以上の疲労、下山時の悪天候でずぶ濡れにな

るといった悪条件に見舞われたものの、受講者アンケートの集計結果は概ね好評であ

った。学外（他大学および信州大学他学部）の履修者では、満足度について「大変満

足」と「満足」が 86％（回答者数 22 名）を占め、初めて高山帯の自然を体験できた

ことや、天気図作成、山小屋生活の体験、信州大学学生との交流などが好印象のよう

であった。ただし「普通」２名、「不満」１名の回答があり、予定されていた実習がい

くつか行われず体験できなかった点や、人数が多すぎて山中での説明が聞こえないな

どの点が原因として挙げられる。一方、学内（信州大学農学部）の履修者では、満足

度について「大変満足」と「満足」が 100％（回答者数 11 名）で、フィールドでの実

習や登山に慣れていて体力的余裕もあり、今回のような悪天候による急な内容変更に

も動じない様子が伺える。 

下山時に１名、足首をハチに刺される被害に遭ったが、迅速な応急処置により事な

きを得た。地中に巣作りするハチの巣近くの草むらを踏んでしまった際、濡れた靴下

を脱いで直に登山靴を履いて歩いていたことが被害誘発の一因と思われる。悪天候時

の装備や歩き方について確認しておくべきであったと反省される。 

また、履修者数が多いと、学生どうしの交流という点では好ましいものの、授業運

営側のスタッフ数と宿泊施設の収容人数が限られていることに加え、山中では長い列

になってしまって目が行き届かなくなることから、授業運営と危機管理の点ではやは

り支障となる。履修者の定員や、定員超過時の選抜基準を設ける等の措置を検討し、

シラバスや募集要項で予め明記・周知することが必要である。 

悪天候時の内容について、臨機応変にいくつかのパターンの代替スケジュールを用

意しておくことが望ましいが、そのためには柔軟に対応できるだけの余裕がスタッフ

側に必要で、教職員間の協力体制を強化する必要がある。また、悪天候時に変更する

可能性のある実習メニューや登山ルートについては、大まかでも、事前に履修者に示

すようにしたほうが有益と思われる。 
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②基礎力養成フィールド教育 山の生業編 木材工学演習 

【演習の目的】 本実習の目的は、信州産の木材加工を通じて、木材加工技術を習得

すること、木材の性質を理解すること、さらには、林業の主要な生産物である木材の

利用意義を学ぶことである。本実習では、多様な木工機械を有する AFC 構内ステーシ

ョン製材所において、演習林の間伐材を各種木工道具・機械を用い加工し、一定の構

造物（ベンチ）を作製する。 

【実施日程】 平成 28 年９月６日(火)～９月９日(金) ３泊４日 

【実施場所】 農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター（AFC）構内ス

テーション 

【担当教員、講師】 武田孝志（教授）細尾佳宏（准教授）小林元（准教授）（白澤紘

明助手）酒井敏信（研究支援員） 

【参加人数】 12 名（信州大学工学部 11 名、静岡大学農学部１名） 

【スケジュール】 

【概要】 初日は、本学総合実験実習棟木材加工室内教室にて、開講式、班分け（３

班体制）を行った後、座学にて材料としての木材の特性や樹種による性質の違いを学

んだ。続いて、実演を交えながら木工機械の説明を受け、各種機械の使用方法、使用

用途についての理解を深めた。最後に、ベンチの材料となるヒノキ材の皮むき作業と、

寸法を整えるための自動カンナ盤による切削作業を行った。 

２日目は、ノミやノコギリ、墨つぼといった手道具の説明をうけた後、木目の様子

や節や割れなどの欠点を観察し、木取り図を完成させた。ここでは、いかに合理的に

無駄なく材を取っていくかを学んだ。そして、図に基づいて部材を切り出し、接合部

分の加工作業を行い、仮組まで完成させた。 
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３日目は、サンダーやドリルといった電動工具の説明をうけ、それらを用いた微調

節作業を行った後、ベンチを組み上げた。 

最終日は、表面仕上げ、面取り、塗装といった最終的な仕上げ作業を行い、ベンチ

を完成させた。最終日はスケジュールに余裕があったため、自由に木工品を製作する

時間をもうけ、各自がこの実習で習得した加工技術を駆使し、積極的に木工品の製作

に取り組んだ。 

【成果と今後の課題】 本実習は農学部内で実施している実習を公開森林実習とした

ものであり、今回が初の試みであった。参加者たちは皮むきから加工、塗装までの一

連の作業を通し、木材加工技術を習得しつつ、各班で協力しながら一つのベンチを完

成させた。また、木材や使用道具の説明を適宜受け、それらへの理解を実物に触れな

がら深めることができた。アンケートからは、木材工学についての基本的な知識や技

術を習得できたとの感想に加え、木の良さを知り、今後木製品の可能性を考えてみた

いとの意見もあり、参加者にとって木材の魅力を知る有意義な実習であったことがう

かがえる。 

本実習は、本学農学部以外の農学系および非農学系の学生が広く受講できる実習で

あり、木材に普段触れる機会の少ない学生たちにとって貴重な機会になったと考えら

れる。さらに、演習林の間伐材を実際に加工する過程を通じ、木材の利用段階を理解

し、木材を利用する意義を考えるきっかけにもなったものと思われる。今後は、木材

の生産段階である林業にも意識が及ぶような工夫を施し、森林資源を循環利用するこ

との重要性をより実感できるような実習としていきたい。なお、作成したベンチは後

日工学部に寄贈され、工学部正門周辺に設置された。 
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③基礎力養成フィールド教育 自然の成り立ち編と山の生業編 

  自然の成り立ちと山の生業演習 

【演習の目的】 本格的なフィールド演習の未経験な非農学部生にも、中部山岳域に

おける「自然の成り立ち」から森林作業と木材加工による「山の生業」までを安全に

体験出来る初心者向けのダイジェスト演習として開講する。 

1. 中部山岳域における、初歩的な植物種の同定から、フィールドワークの実践、記

録から取りまとめまでを一貫して身に付ける。 

2． 健全な森林を造成するために必要とされる造林および育林に関する基礎知識を

習得する。 

3． 造林および育林作業における基礎的な作業内、手順を理解し、実行することが出

来る。 

4．作業上の危険の認識や適切な安全確保が出来る。 

5. 木材の性質を理解し、適切な工具を用いて素材を加工、製品化することが出来る。 

【実施日程】 平成 28 年９月 13 日(火)～９月 16 日(金) ３泊４日 

【実施場所】 信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター(AFC)  

野辺山ステーション・構内ステーション・手良沢山ステーション、筑波大学農林技術

センター川上演習林 

【担当教員】 小林元（准教授）荒瀬輝夫（准教授）白澤紘明（助手）木下渉（技術

職員）野溝幸雄（技術職員）酒井敏信（研究支援員）長田典之（北海道大学助教）山

崎友紀（北海道大学事務職員）松岡真如（高知大学准教授）鎌内宏光（金沢大学助教）

高嶋敦史（琉球大学助教）新井大輔（山形大学技術職員）ティーチングアシスタント

１名（信州大学大学院生） 

【参加人数】 26 名（信州大学農学部７名、信州大学理学部２名、工学部１名、人文

１名、茨城大、岐阜大、筑波大各２名、北海道大、宇都宮大、京都大、和歌山大、島

根大、高知工科大、鹿児島大、酪農学園大学、人間環境大各１名） 

【スケジュール】 

９月 13 日(火) 野辺山ステーション宿泊 

12:00～12:00 野辺山駅集合 

12:00～13:00 野辺山ステーションへ移動 

13:00～14:00 実習ガイダンス（実習概要、信州大学演習林紹介、班分け、部屋分
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け、炊事・洗濯の説明など） 

15:00～17:00 実習（荒瀬先生） 

17:00～20:00 夕食、シャワー 

20:00～21:00 アカデミックワールド 

（教職員による研究紹介：山形大、筑波大、高知大） 

21:00     就寝 

９月 14 日(水) 野辺山ステーション宿泊 

06:00～07:00 起床、朝食準備（準備は担当班とＴＡが行う） 

07:00～08:00 朝食 

08:00～12:00 実習（長田先生・川上演習林にて散策、解説、試料採集） 

12:00～13:00 昼食 

13:00～17:00 長田先生・実習（野辺山ステーションにて採集した試料の分析） 

※途中で、八ヶ岳演習林や国立天文台を訪問する可能性あり 

17:00～20:00 夕食、シャワー 

20:00～21:00 アカデミックワールド 

（教職員による研究紹介：北海道大、琉球大、信大） 

21:00～21:00 就寝 

９月 15 日(木) 手良沢山ステーション宿泊 

06:00～07:00 起床、朝食準備（準備は担当班とＴＡが行う） 

07:00～08:00 朝食 

08:00～09:00 宿舎片付け 

09:00～11:00 伊那キャンパスへ移動 

11:00～12:00 伐採体験（構内ステーション） 

12:00～13:00 昼食 

13:00～17:00 木工実習（酒井職員・製材所） 

17:00～18:00 手良沢山ステーションへ移動 

18:00～22:00 夕食、シャワー 

22:00～22:00 就寝 

９月 16 日(金)  

06:00～07:00 起床、朝食準備（準備は担当班とＴＡが行う） 
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07:00～08:00 朝食） 

08:00～09:00 宿舎片付け 

09:00～11:00 実習（手良沢山ステーション内で植林地見学） 

11:00～12:00 伊那キャンパスへ移動 

12:00～13:00 昼食 

13:00～14:00 レポート・アンケート作成（ゆりの木研修室） 

14:00～15:00 総括の後、解散 

【概要】 本演習は、H28 年度は教育関係共同利用拠点の連携校として、北海道大学

が主催するフィールド講座の信州編として共同開催した。連携校のスタッフとして北

海道大学の長田典之助教と山崎友紀事務職員他、山形大学、筑波大学、高知大学、琉

球大から教員、技術職員がスタッフとして参加した。 

初日は、ガイダンスと簡単な自己紹介を行った後、荒瀬教員による野辺山ステーシ

ョンの散策を行った。ヤエガワカンバ等の野辺山周辺以外では余り見られない植物に

多くの学生が興味を示した。夕食後のアカデミックワールドでは、高知大学の松岡先

生、筑波大学の藤岡先生、山形大学の新井技術職員がそれぞれの演習林の特徴と研究

紹介を行った。 

２日目は、野辺山ステーションに近接する筑波大学農林技術センターの川上演習林

にて、井波、杉山技術職員の案内のもと冷温帯落葉広葉樹林の植生とそこに成育する

小型哺乳類（ヤマネ）の観察を行った。ヤマネは林内各所に仕掛けられた巣箱に成育

しており、巣箱から抜け出すヤマネの姿に歓声が挙がった。広葉樹二次林では班ごと

に 10 種類の樹木の枝葉を採取した。採取した枝葉は宿舎に持ち帰り、実験室で種ごと

に見比べた。それぞれの樹種特性をグラフに表して班ごとに発表し、予想される結論

について議論した。夕食後のアカデミックワールドの時間にて、長田教員が当年枝の

形態と森林樹木の成長について解説を行った。 

３日目は農学部構内ステーションに移動し、森林整備と木材加工を体験した。防護

服に身を固め、チェーンソーを使って丸太を玉切りしたり、斧で薪割りをした。森林

作業を初めて体験する学生が多く、チェーンソーの扱いには始めは緊張したが、やが

て皆気分良く薪割りにいそしんでいた。木材加工では、演習林の間伐材を使って筆立

てを組み立てた。ヒノキとカラマツの木片を手に取り、加工を施しながら樹種ごとに

木材の性質の異なることを学んだ。夕方には手良沢山ステーションの学生宿舎に移動
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し、焚
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課題】 本
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て積極的な関
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良沢山演習林

目的とする人

ての見識を深
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察と鋸を使っ
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た学生にも、
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連携校として
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④応用力養成フィールド教育 山の生業編 森林利用デザイン演習 

 

【演習の目的】 本実習の目的は、望ましい間伐方法や運材方法を検討・採用・実践

する能力、すなわち、素材生産に関する将来まで見通した森林経営のデザイン能力を

身につけることにある。実習は、林分状況を把握することからはじまり、実際に林業

機械の操作を行いながら、一貫した収穫技術の流れ、諸機械の特徴および操作方法を

学習する。 

【実施日程】 平成 28 年８月 29 日(月)～９月１日(木) ３泊４日 

【実施場所】 農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター（AFC）手良沢

山ステーション 

【担当教員】 植木達人（教授）小林元（准教授）齋藤仁志（助教）白澤紘明（助手） 

ティーチングアシスタント２名（信州大学農学部４年生、大学院生） 

【参加人数】 23 名（信州大学農学部 17 名、信州大学理学部１名、工学部１名、琉

球大学農学部１名、公立鳥取環境大学環境学部１名、鳥取大学農学部１名） 

【スケジュール】 

【概要】 初日は伊那キャンパスから手良沢山ステーションに移動後、実習のガイダ

ンスと林分調査の説明を受けた。次に、実習地へ移動し林分調査を実施し、調査林分

における間伐施業の必要性を確かめた。宿舎に戻ってからは、チェーンソー操作に不

慣れな非森林系の学生を中心に、チェーンソーの練習を行った。 

２日目と３日目午前は、「搬出作業実習」を行い、路網作設から運材までの素材生産

の流れを体験した。 

３日午後と４日目午前は「高性能機械実習」を行い、ハーベスタといった最新の林

業機械に触れることでその利便性を体感した。さらに、薪とチップを生産し、いわゆ

る未利用木材の有効な利用方法を学んだ。 

─　　─52 ─　　─53



 

実習は５班に分かれて、ローテーションで行い、以下の工程の作業に取り組んだ。

括弧内は使用した機械・道具である。 

 搬出作業実習:路網作設（バックホウ）、伐倒（チェーンソー）、集材（スイングヤー

ダ）、造材（チェーンソー）、運材（林内作業車） 

高性能機械実習:伐倒・造材（ハーベスタ）、集材（油圧式集材機※見学のみ）、薪割

り（ヨキ・薪割り機）、チッピング（チッパー） 

２日目の午前中と４日目の午後は、搬出作業や実習で使用する機械・道具に関する

講義を行った。４日目は閉講式を実施した後、伊那キャンパスに移動し解散した。 

【成果と今後の課題】 本実習は農学部内で実施している実習を信大農学部生以外も

参加できるように、公開森林実習としたものであり、今回が初の試みであった。参加

者たちは素材生産における一連の工程作業を連続的に体験することで、単に機械を操

作するだけでなく、工程間の結びつきを実感し、路網と林業機械の組み合わせである

生産システム全体をイメージすることができたものと思われる。アンケートには、講

義で学んだことを現場で実践的に学習でき有意義であったとの感想が大半であった。

また、現場で行われている作業を知る事ができたのは将来にとても役に立つとの感想

もあり、満足度の高い実習であったことがうかがえる。 

本実習は、非森林系の学生にとっては、まず接することのない林業機械や素材生産

作業に触れる貴重な機会であった。一方、将来、林業職公務員やフォレスターなどと

して地域林業の振興に従事することの多い森林系の学生にとっては、素材生産の現場

で何が起こっているかを考え、現場に根差した発想を養う絶好の機会であったものと

考えられる。 

 今回の実習は怪我や事故なく無事に終了することができた。今後も安全第一に努め

ながら、大学演習林で実際の素材生産を学ぶことができるという数少ない実習を継続

していきたい。 

なお、本実習の実施にあたり、前田製作所、日立建機日本、イワフジ工業の皆様に

は多大なるご協力をいただいた。ここに記して謝意を表する。 
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公開森林

 表-9 「山岳

参加

表-10 「自然

参加

林実習受講

岳環境保全学演

加学生所属の内訳

然の成り立ちと

加学生所属の内訳

講生内訳

演習」 
訳 

山の生業演習」

訳 
 

図-39 「

   参

図-40 「自

    演習

 

 

山岳環境保全

参加学生所属の

 

 

然の成り立ち

習」参加学生所

 

全学演習」 

の内訳 

 

と山の生業 

所属の内訳 
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表-11「森林

参加

   表-12「木材

参加

林利用デザイン演

加学生所属の内訳

材工学演習」 
学生所属の内訳

演習」      
訳 

訳 

図-41 「森

  参
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森林利用デザイ

参加学生所属の

 

 

「木材工学演

 参加学生所

 
イン演習」 
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３）

①基

 

山の

【利用

【科

【学年

【人数

【日程

【実施

【内容

【応援

 

自然

【利用

【科

【学年

【人数

【日程

【実施

【内容

【応援
 

注文型プ

基礎力養成フ

生業編 長

用代表者】

目名】造林

年】１年生

数】学生 20

程】平成 28

施場所】手

容】学生の

援教員】白

の成り立ち

用代表者】

目名】野外

年】３回生

数】学生５

程】平成 28

施場所】西

容】野外で

援教員】小

プログラム

フィールド

長野県林業大

畑有介 准

林学・林政学

生 

0 名、教員４

8 年７月 20

手良沢山ステ

作業技術向

澤紘明助手

編 京都大

田村実 教

外実習第１部

生 

名、教員３

8 年９月４日

西駒ステーシ

での植物の観

小林元准教授

図-

ム 

ド教育  

大学校林学科

准教授 

学・校外研修

４名 

日～21 日

テーション、

向上のための

手、三木敦朗

大学理学研究

教授 

部 

名 

日 

ション 

観察と採取、

授 

-43,44 木

科 

修 

構内ステー

の除伐・下刈

朗助教 

究科 

標本作製と

木本および草

ーション 

刈り作業、お

と同定、レポ

草本植物の採

および林政学

ポート作成を

採取風景 

学講義。 

を行なった。。 
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自然の成り立ち編 長野県林業大学校林学科 

【利用代表者】畑有介 准教授 

【科目名】森林地質学 

【学年】１年生 

【人数】学生 20 名、教員２名 

【日程】平成 28 年 10 月 18 日 

【実施場所】手良沢山ステーション 

【内容】マサ土斜面に設置された林道や降水・河川流量観測施設を見学しながら、路

肩浸食や深層崩壊メカニズムについて学んだ。 

【応援教員】小野裕助教 

 

 

②応用力養成フィールド教育 

 

山の生業編 長野県林業大学校林学科 

【利用代表者】武田雅宏 教員 

【科目名】林業機械学実習２ 

【学年】２年生 

【人数】学生 20 名、教員３名 

【日程】平成 28 年９月２日 

【実施場所】手良沢山ステーション 

【内容】木材生産現場で使用する機械についての操作方法および作業システムの知

識・技術の習得。 

【応援教員】白澤紘明助手、斎藤仁志助教、木下渉技術職員、野溝幸雄技術職員 
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表-13

 

 

５）
 

 

表-14

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

オープン

3 平成 28 年

演習林利

4 所属機関

目的

研究 (株)前田製

研究 (株)前田製

研究 (独)森林総

研究 (独)森林総

研究 横浜国立大

研究 韓国国立山

研究 京都大学

研究 京都大学

研究 京都大学総

研究 京都大学総

研究 山階鳥類研

研究 神戸大学大

研究 製品評価技

研究 筑波大学生

研究 筑波大学生

研究 筑波大学大

研究 筑波大学大

研究 筑波大学大

研究 東京農業大

研究 東京農業大

研究 東京農業大

研究 東京農業大

研究 東京農業大

研究 東京農工大

研究 東京農工大

研究 東京農工大

研究 東京農工大

研究 東京農工大

ンフィール

年度年間利用

利用実績 

関別利用者数

所属

製作所

製作所

総合研究所

総合研究所

大学理工学部

山林科学院

総合博物館

総合博物館

研究所

大学院農学研究科

技術基盤機構

生命環境系

生命環境系

大学院

大学院

大学院

大学地域環境学部

大学地域環境学部

大学地域環境学部

大学地域環境学部

大学地域環境学部

大学農学研究院

大学農学研究院

大学農学研究院

大学農学研究院

大学農学研究院

ルド教育一

用実績 

数 

責任者指名

小野　純哉 無線操

小野　純哉 林野庁

鈴木　秀典 大径・

鈴木　秀典 森林作

酒井　暁子 亜高山

ソン　ジュハン演習林

壇ノ浦雅子 炭素同

長谷川尚史 森林作

本川　雅治 小型哺

本川　雅治 小型哺

今西　貞夫 カッコウ

杉浦　真治 ソバナ

中川　恭好 ｱｰﾊﾞｽ

上野　健一 JAXA-

池田　敦 森林限

青木　慎弥 温度取

青木　慎弥 Kadec

池田　敦 ゾンデ

橘　隆一 直接計

橘　隆一 異なる

橘　隆一 卒業論

橘　隆一 直接計

橘　隆一 卒業論

船田　良 枝打ち

船田　良 枝打ち

船田　良 オオヤ

半　智史 オニグ

半　智史 カラマツ

一覧 

操作型油圧式集材機の

庁委託次世代架線系高

長尺材に対応した新た

作業システム高度化具

山帯における針葉樹の

林見学

同位体ラベリングによる

作業道の巡検

哺乳類の標高差による

哺乳類の標高差による

ウとその宿主との托卵

ナを中心とした冷温帯の

ｽｷｭﾗｰ菌根菌のin vitr

-PMM共同研究による

限界付近における表層

取り、Kadec-Eyeの回収

c-Eye,GWCの確認外

デ棒による積雪の直接観

計測によるカラマツの実

る産地間でのダンコウバ

論文作成のための施工

計測によるカラマツの実

論文作成のための施工

ちがヒノキの仮道管の

ちおよび間伐が材質に

ヤマレンゲの組織培養

グルミの心材形成機構

ツの心材形成に関する

題目

の改良および検証・実

高性能林業機械等開

たな生産技術の開発

具術開発事業検討委員

の繁殖と成長の関係を

る光合成＝肥大成長の

る分布変遷調査

る分布変遷調査

卵関係についての研究

の植物の花生態学

ro培養方法の確立と日

る衛星降水量検証実験

層地温等の観測

収

観測外

実蒸発散量の把握

バイ種子の発芽フェの

工の実施

実蒸発散量の把握

工の実施

形態に与える影響の径

に及ぼす影響調査

を用いた植物体再生系

構に関する細胞学的研

る細胞生物学的研究

実証

発推進事業

員会

を明らかにする研究

の関係解析

究外

日本産菌株の整備

験

のロジーの差異

径時的観察

系の確立

究

ステーション 日数

手良 1

手良 3

手良 1

手良 1

西駒 1

手良 1

手良 5

手良 2

西駒 5

西駒 10

野辺山 5

西駒 30

手良 1

西駒 1

西駒 1

西駒 3

西駒 2

西駒 2

構内 4

手良 3

手良 2

手良 14

手良 2

手良 4

手良 4

西駒 4

構内 4

構内 4  

人数

60

9

1

13

4

2

4

3

1

3

1

1

1

4

1

1

2

2

4

1

3

10

6

1

1

1

1

1
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